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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
年
は
台
風

が
多
い
で
す
ね
。
朝
晩
も
冷
え
る
日
が
出

て
き
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ

い
。

   

実
録
・
覚
王
山
日
泰
寺
縁
起
を
お
伝
え

し
て
い
る
今
年
の
か
わ
ら
版
。
い
よ
い
よ

ご
真
骨
（
世
界
的
に
本
物
と
の
認
定
さ
れ

て
い
る
仏
舎
利
）
奉
安
地
と
し
て
名
古
屋

が
浮
上
し
ま
す
。

★
吉
田
禄
在

   

な
か
な
か
決
ま
ら
な
い
覚
王
殿
の
建
設

地
。
一
九
〇
二
年
（
明
治
三
十
五
年
）
年

初
の
時
点
で
は
名
古
屋
は
全
く
想
定
外
。
東

京
、
京
都
、
遠
州
三
方
ヶ
原
、
奈
良
が
候
補

に
挙
が
っ
て
い
ま
し
た
。

   

仏
舎
利
分
与
を
主
導
し
た
大
谷
派
の
実

力
者
石
川
舜
台
は
、
三
菱
ヶ
原
と
呼
ば
れ

て
い
た
現
在
の
東
京
駅
周
辺
を
想
定
し
、
そ

の
周
り
に
各
宗
派
の
寺
務
所
を
配
置
す
る
構

想
を
抱
い
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
石
川
は
一
九
〇
二
年
、
宗
派
内
の
事

情
で
東
本
願
寺
を
離
れ
た
こ
と
か
ら
、
以

後
、
建
設
地
決
定
は
迷
走
し
ま
す
。

   

こ
う
し
た
中
、
新
た
な
候
補
地
が
浮
上

し
ま
す
。
覚
王
殿
建
設
地
が
決
ま
ら
な
い

と
の
報
道
が
な
さ
れ
る
中
、
名
古
屋
の
吉

田
禄
在
が
中
心
に
な
っ
て
誘
致
運
動
を
開

始
。

   

三
月
、
名
古
屋
市
長
青
山
朗
、
名
古
屋

米
穀
取
引
所
理
事
長
吉
田
禄
在
、
酒
造
業

小
栗
富
治
郎
、
木
材
商
で
名
古
屋
市
会
議

長
服
部
小
十
郎
、
名
古
屋
通
信
社
主
長
谷

川
百
太
郎
等
の
有
力
者
に
よ
る
御
遺
形
奉

安
置
選
定
期
成
同
盟
会
を
結
成
。

   

吉
田
は
元
尾
張
藩
士
。
実
務
能
力
を
見

込
ま
れ
て
明
治
政
府
に
登
用
さ
れ
、
愛
知

県
第
一
区
長
（
後
の
名
古
屋
市
長
）
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
衆
議
院
議
員

と
な
り
、
名
古
屋
港
築
港
、
東
海
道
線
誘

致
、
名
古
屋
駅
建
設
、
広
小
路
建
設
な
ど
、

名
古
屋
の
近
代
化
に
邁
進
し
ま
し
た
。
吉

田
の
墓
所
は
日
泰
寺
に
あ
り
ま
す
。

   

吉
田
は
、
大
日
本
菩
提
会
（
帝
国
仏
教

会
）
の
九
人
の
建
設
地
選
定
委
員
に
対
し
、

「
建
設
費
五
十
万
円
確
保
は
容
易
、
ご
真

骨
の
日
本
奉
遷
ま
で
に
負
っ
た
大
日
本
菩

提
会
の
負
債
も
支
払
う
、
寄
付
が
集
ま
ら

な
い
場
合
は
吉
田
、
服
部
、
野
村
朗
等
が

私
財
を
投
じ
て
負
担
す
る
」
と
明
言
。
太

っ
腹
で
す
。
名
古
屋
が
一
気
に
有
力
候
補

地
に
浮
上
し
ま
し
た
。

★
加
藤
慶
二

   

期
成
同
盟
会
は
、
名
古
屋
が
東
京
と
京

都
の
中
間
に
位
置
し
、
中
京
と
も
呼
ば
れ
、

古
来
仏
教
有
縁
（
う
え
ん
）
の
地
で
あ
り
、

各
宗
派
の
別
院
、
関
係
寺
院
も
揃
い
、
寺

院
数
三
万
五
千
、
仏
教
信
者
二
百
万
人
、
経

済
活
動
も
盛
ん
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

   

今
で
も
、
愛
知
県
は
四
十
七
都
道
府
県

の
中
で
寺
院
数
一
位
。
断
ト
ツ
で
す
。

   

そ
の
時
点
で
の
有
力
候
補
地
は
、
田
代

村
、
千
種
村
、
御
器
所
村
、
広
路
村
、
小

幡
村
、
弥
富
村
の
六
ヶ
所
。

   

最
有
力
は
自
然
豊
か
な
丘
陵
地
の
田
代

村
。
最
有
力
で
あ
っ
た
理
由
は
ふ
た
つ
。
ひ

と
つ
は
寄
進
の
規
模
で
す
。

   

時
の
田
代
村
村
長
は
加
藤
慶
二
。
自
ら

の
私
財
を
投
じ
、
有
志
の
寄
進
も
募
り
、
何

と
十
万
坪
以
上
の
土
地
、
二
百
万
円
超
の

寄
付
金
を
確
保
し
ま
し
た
。

   

も
う
ひ
と
つ
は
仏
教
有
縁
の
地
で
あ
っ

た
こ
と
で
す
。
田
代
村
は
、
東
西
に
走
る

法
六
字
街
道
、
南
北
に
走
る
四
観
音
道
と

い
う
二
つ
の
参
拝
道
の
交
差
点
。

   

と
く
に
四

観
音
道
は
尾

張
四
観
音
と

関
係
す
る
重

要
な
参
拝
道

で
し
た
。
尾

張
四
観
音
は
、

笠
寺
観
音

（
南
区
）
、

荒
子
観
音

（
中
川
区
）
、

竜
泉
寺
観
音

（
守
山
区
）
、

甚
目
寺
観
音

（
海
部
郡
）
。

徳
川
家
康
が

名
古
屋
城
築

城
の
際
、
城

下
町
鬼
門
の

方
角
に
位
置
す
る
四
観
音
を
名
古
屋
城
鎮

護
の
観
音
と
定
め
た
こ
と
が
始
ま
り
で
す
。

   

ま
た
、
建
設
予
定
地
か
ら
は
お
釈
迦
さ

ま
の
寝
姿
に
似
て
い
る
鈴
鹿
連
峰
釈
迦
ヶ

岳
も
望
め
る
こ
と
か
ら
、
ご
真
骨
奉
安
に

は
最
適
と
の
評
判
で
し
た
。

★
沖
守
固
と
青
山
朗

   

期
成
同
盟
会
の
動
き
に
愛
知
県
知
事
沖

守
固
（
お
き
も
り
か
た
）
と
名
古
屋
市
長

青
山
朗
も
呼
応
。
大
日
本
菩
提
会
に
覚
王

殿
誘
致
の
要
請
書
簡
を
送
付
。
駐
タ
イ
公

使
稲
垣
満
次
郎
、
領
事
外
山
義
文
も
名
古

屋
を
後
押
し
す
る
展
開
に
な
り
ま
し
た
。

   

沖
守
固
は
元
鳥
取
藩
士
。
明
治
維
新
後
、

岩
倉
使
節
団
に
随
行
。
自
費
で
英
国
に
と

ど
ま
り
、
留
学
生
活
を
送
り
ま
し
た
。
帰

国
後
、
内
務
省
や
多
く
の
県
に
赴
任
し
ま

し
た
。

   

青
山
朗
は
元
尾
張
藩
士
。
明
治
維
新
後

は
軍
人
に
な
り
、
退
役
後
に
武
揚
学
校
（
現

在
の
明
和
高
校
）
校
長
を
務
め
て
い
ま
し

た
が
、
推
さ
れ
て
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

   

ふ
た
り
と
も
、
奇
し
く
も
一
九
一
二
年

（
大
正
元
年
）
に
逝
去
。
覚
王
殿
建
設
、
日

泰
寺
創
建
を
見
届
け
て
の
こ
と
で
し
た
。

★
決
戦
！
建
仁
寺

   

地
元
有
力
者
、
知
事
・
市
長
、
駐
タ
イ

公
使
・
領
事
の
支
持
も
得
て
、
名
古
屋
は

い
よ
い
よ
有
力
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ

予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。
い
よ
い
よ
、
京
都

建
仁
寺
で
建
設
地
最
終
決
定
の
会
議
が
開

か
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
次
回
。
乞
ご
期
待
。


